
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 21 年 5 月 25 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究 (B)  

研究期間：2006～2008 

課題番号：18330151  

研究課題名（和文） 「心のデザイン」モデルによる視覚芸術の特性と脳内基盤の解明 
  

研究課題名（英文） Investigations on the characteristics of visual arts and their 

neuro-scientific backgrounds based on the 'mind-design' model 
  

研究代表者   

  行場 次朗 (GYOBA JIRO) 

   東北大学･大学院文学研究科･教授 

  研究者番号: 50142899 

 
 

研究成果の概要：本研究では、R.L. Gregory の「心のデザイン」モデルを援用し、人間情報

処理の主要な３つのストリームに由来するクオリア、アウェアネス、知覚ルールを次元的にク

ロスさせて、体系的に視覚芸術の基底をなす共通項とその心理･脳科学的基盤を明らかにする世

界に類がない試みを行った。その結果、心理･脳科学的には、視覚美の様相は多数存在し、それ

ぞれが機能的に特殊化した脳内のモジュール活動に結びついており、本研究で示した分類法の

妥当性とともに、美を感受するモジュールやストリームの多重性が明らかにされた。 
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１．研究開始当初の背景 
 Gregory (1998) は、仮説生成装置として
の脳の機能が大きくなるにつれ、即時的な感
覚入力の重要性は減少してしまうので、それ
を補償するものがクオリアであり、現在を標
識化するフラグの役割を担うとしている。し
たがってクオリアは即時的に生成される必
要があり、クオリアの重要な機能は、入力情
報を確定し、変更不可能性をもたらすことに
ある考えられる。一方、 事物や事象の意識
に対応するアウェアネスは、外的事象を観察
して予測する機能、すなわち外界を内的にシ
ミュレートする機能を担い、出力の融通性を

保証して、反射ではないリカーシブな実行を
可能にする機能を担う(Ramachandran & 
Blakeslee, 1998)。 
 これらのような考え方を視覚芸術に適応
してその特性を分析し、これまでにはない新
た観点から理解を深め、広めることができる
のではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 Gregory (1998) は、知覚理論研究の中で、
仮説生成装置としての脳のはたらきを強調
してきたが、近年になって「心のデザイン
(mind-design)」として彼の考え方をまとめて



いる．本研究では、このモデルに、ボトムア
ップ（クオリアを生成）、トップダウン（ア
ウェアネスを生成）、知覚的ルールの主要な 3
つのストリームを見出し（行場ら 2007; 
Gyoba, 2007）、それらのストリームをマトリ
ックス的に組み合わせて、視覚芸術の基底を
なす共通項とその心理･脳科学的基盤を明ら
かにすることを目的とした。また、感性情報
学的応用として、人間が感受する種々の美感
に対応した美的コンテンツ生成技法のベー
スとなる理論を提出することも目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究を遂行するために、「心のデザイン」
モデルの主要３ストリームごとに視覚芸術
の特性の分析や脳イメージング研究を進め
た (Table 1)。 
 
 

 第１ストリーム（ボトムアップ処理とクオ
リアの生成）の分析については、芸術的コン
テンツがボトムアップ的に感覚モジュール
で処理され、作品鑑賞時に感受されるクオリ
アが生成されるまでの一連の流れを分析し
た。Latto (1995) のいう「感覚モジュールに
基づく美術 (the arts based on sensory 
modules)」や、Ramachandran & Hirstein 
(1999) の美的経験法則の一つである単一モ
ジ ュ ー ル の 隔 離 化  (isolating a single 
module) 法則に適合する作品は、特定の感覚
モジュールの活性化レベルをあげ、純粋なク

オリアを強く喚起すると考えられるが、本研
究では、Semantic differential (SD) 法や
Modality differential (MD) 法などを含む心
理物理測定法や、NIRS や fMRI などのニュ
ーロイメージング手法を使ってそれらの対
応関係をより詳細に分析した。 
 第２ストリーム（トップダウン処理とアウ
ェアネスの生成）の分析では、概念や知覚に
関する知識が仮説生成装置を駆動して，外界
の理解と適切な行動を導くのに重要な、事物
や事象の意識であるアウェアネスを生成す
るトップダウン処理と視覚芸術作品との密
接な関連を分析した。具体的には、還元化・
省略化されているにもかかわらず、解釈過程
に関与する IT 野や中前頭回などの部位を強
く賦活する解発刺激に相当する表現素 (ジオ
ンなど) を抽出し、対応した脳活動を計測し
た。 
 

 第３ストリーム（知覚ルールの正則的･変
則的関与）の分析では、知覚ルールの代表的
なものは、体制化にかかわるゲシュタルト法
則や遠近法的規則を取り上げて、それらのル
ールを正則的 (regular) に活用した作品と、
意図的に破った変則的 (irregular) な作品を
取り上げ、比較検討した。さらに知覚ルール
の正則的･変則的関与が、作品のクオリアや
アウェアネス、ひいては美の喚起性におよぼ
す影響を、知覚･認知実験的に検証した。 
 
４．研究成果 



 「心のデザイン」モデルにおける 3 つの主
要なストリームに基づいて、絵画作品を分類
する試みを行った結果，フォーヴィズムやキ
ュービズム、シュールレアリズムの作品も含
めて、これまでの美術史では見出されていな
かった知見や、それぞれのタイプに属する複
数の絵画の共通特性がうきぼりになり，それ
らの特性のほとんどが特定の視覚機構や脳
機能によって説明可能であることがわかっ
た． 
 また、絵画様式の歴史的展開や、創作者内
部での絵画に対する取り組みの変容を、クオ
リアとアウェアネス、知覚ルールの正則･変
則性の次元から構成される 3 次元的空間内で
のポジショニングの可動性から，それらの変
遷や多様性を解釈することが可能になった。 
 このように心理･脳科学的には、視覚美の
様相は一つではなく、複数存在し、それぞれ
が機能的に特殊化した脳内のモジュール活
動にシステマティックに結びついているこ
とが示された。得られた成果は、国内外の有
力学術誌や、国際心理学会、日本心理学会、
電子情報通信学会研究会などの招待講演や
シンポジウムで相次いで発表された。 
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